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 1840年１月に開催され、大成功を収めた Manchester 大集会は今後の反穀物法同盟の活動に、とり
わけ春以降の今後の運動の展開において重要な行事であり、同時に３月下旬に政府閣僚との会見を









の傾向をさらに活発化させるために London において代表者会議を開催すべきである。 










Francis Place を動かし組織の拡大を図ろうというものだった。彼への最初の接触は１月の 
Manchester 大集会の祝宴会直後であったが同意を得ることは出来なかった。しかし、かつてペニー
郵便を確保する運動で共に活動した Villiers からの紹介と(4)、またかつて Place と一緒に活動したこ
とのある急進派の国会議員である Warburton の斡旋により説得を行い(5)、ついに２月24日の
Manchester 集会に出席することに同意を取り付けた。Place は革ズボン製造業に従事した後仕立て屋





















 London は Manchester とは多くの点で相違しており、そこには基本的な問題も存在することを純






２．Metropolitan Association と Leeds の活動 
1840年２月に London の Strand に￡31.19s.を支払って事務所を構え、かつ￡15.3s.4d.の５か月
分の家賃を前払し、Metropolitan Anti-Corn-Law Association は組織された。有能な常任幹事
H.S.Chapman が、Manchester の Sidney Smith より多い￡8.7s.の週給で任命された。London の新協




Francis Place は首都 London にしっかりとした基盤を持つ反穀物法協会の確立を、という決意の基




























さらに彼は、４月７日日曜日に自由貿易運動に賛同してくれた国会議員 Henry Warburton に手紙を







組織を使って Peter A. Taylor は40,000人署名の100を超える請願書を獲得した(13)。 
 
前途の明るい楽観的な内容であるが、一方講師活動のため London に残った Sidney Smith は Place
と違った悲観的な内容の手紙を５月２日に Manchester に送っている。 
 

















Sidney Smith は1840年５月４日に Manchester に再び手紙を送っている。 
 
私が Mr. Hume に会ったとき彼は、議会で黒いパンを示すようなことはしてはいけないと真剣に
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るよう勧告したが、Place を始めとする London 人は、公に行動を展開する前に舞台裏での支持団体
と協定することの必要性を主張して、運動への着手が遅れ、この遅延が協会に大きな損害をもたら










Manchester の同盟と London 急進派の連携が取れなくなってしまったのである。軋轢の生じた理由
として、London 急進派が運動の主導権を強く要求し、同盟のスローガンを投げ捨て、同盟の指示を
仰ぐことも無く、勝手に各地の地方協会の代表者会議を開催するなどの行動を指摘することができ
る。結果的には London を奮い立たせようとした計画は失敗に終わってしまったのである。 


















 1840年１月の大集会の後、各地の支部からの代表者が Manchester を去る前に、同盟評議会は３月
24日に London の Palace Yard にある以前から馴染みのある Brown’s Hotel に各都市や地域の代表者は
集合すべきことが決定された。各地からの代表者200人が集まった。London で Melbourne 首相始め
とする数名の閣僚との会見が企画されたのであった。そのために集まった代表者の中から、国家と
特に労働者階級の状況を彼らに陳述し、さらにその週内に提出される Villiers の動議の支持を訴える
ために代表委員団が指名され、委員長に John B.Smith が選出された。 
内閣との会見は３月27日、金曜日に Downing Street の Colonial Office で開かれた。内閣からの出
席者は Melbourne 首相を始めとし、John Russell、Robert Peel、James Graham、Labouchere 商務省大
臣、そして有力な国会議員たちであった(21)。 











 この後、Melbourne 首相らとの間に次のような問答があった。 

























































































1835 318 100 364 100 
1836 347 109 407 112 
1837 366 115 407 112 
1838 417 131 508 140 
1839 382 120 389 107 
1840 459 144 592 163 
1841 438 138 488 134 
1842 435 137 532 146 
1843 518 163 673 185 
1844 544 171 646 177 
出所：B.R.Mitchell, Abstract of British Historical Statistics, 
Cambridge University Press, London, 1962, pp.179-180
より作成。 
 




1835 22.1 100 
1836 24.6 111 
1837 20.6 93 
1838 24.1 109 
1839 24.5 117 
1840 24.7 112 
1841 23.5 106 
1842 21.7 98 
1843 23.4 106 
1844 25.8 117 
出所：B.R.Mitchell, Abstract of British Historical 
Statistics, Cambridge University Press, 















さらに悪いことに、Graham は反穀物法同盟の代表委員団の１員である John Brooks を Chartist と
再三誤認し、認識不足を露呈してしまったのであった。続いて Henry Ashworth が強い語調で穀物法
に反対した後、横柄な口調の Graham との討論が次のように続いた。 
 
 Ashworth：「地代を高く保つために食糧輸入の制限を行うことは不公正であり、その悪影響を蒙っ














 さらに代表委員団は３月31日火曜日に、陸相兼植民相の John Russell、大蔵大臣である Francis 
Baring、商務省大臣 Labouchere と会見することとなり、150人以上の代表委員が集結し、Downing street
にある Baring の事務所は満員になった。Russell は気分が優れないとの理由で出席を取りやめてし
まった。J.B.Smith 代表委員団委員長が会議を開始し、E.Ashworth は Manchester の北西部近郊に位置













響も与えていないことを再認識した。会見は続き、Glasgow 近郊の Paisley の牧師が Scotland の窮状
を訴えた。次に Carlisle の Dixon 市長が次のように意見を述べた。 
 

























 続いて、Dewsbury（Leeds の南近郊）の Ellison と Salford（Manchester 近郊）の Holland Hoole が
穀物法と新救貧法を両立させることはできないと論証し、その理由を述べ、続いて Joseph Sturge、
Richard Cobden が意見を述べた。 
 
 Ellison & Hoole:「なぜなら、パンが非常に高く、その一方で労働賃金が非常に低い場合、保護監
察官は健康で丈夫であっても雇用を見出せない労働者への食糧供給を拒否することはできないから
である。」 















































































必要であった。しかし Metropolitan Anti-Corn-Law Association は Manchester の同盟との連携をとるこ
となく独自の判断による、妥協しない活動を推進したのであった。その結果、London 市民からの賛
同は得られず、資金も集まらなかった。僅か数ヶ月で財政破綻を露呈し、Manchester の同盟が期待
した London での拠点作りに失敗したのであった。 
そしてこの間に Leeds 急進派の台頭を見るのであるが、彼らは中産階級と労働者階級の急進派連
合を築き、家族参政権の実現をはじめとする諸問題を解決するための議会改革を行うことを第１の
目的とした。しかし Chartist から反発を買い当初の目的を達成できず、短期間の内に Leeds 急進派
の活動も停止に追い込まれてしまった。 
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